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選
抜
出
場
決
定
か
ら

約
1
か
月
。
組
み
合
わ

せ
も
決
ま
り
チ
ー
ム
も

本
番
に
向
け
攻
守
に
渡
っ

て
実
戦
形
式
の
練
習
を

行
う
。
柳
澤
樹
主
将

（
２
年
＝
丸
子
）
は
選

抜
に
向
け
て
「
投
手
や

守
り
の
ミ
ス
、
メ
ン
タ

ル
が
課
題
」
と
話
し
た
。

練
習
試
合
解
禁
ま
で

残
り
僅
か
と
な
り
冬
練

の
成
果
が
試
さ
れ
る
。

２
番
手
以
降
の
投
手
確

立
の
た
め
、
「
個
人
的

に
は
メ
ン
タ
ル
面
も
課

題
」
と
話
す
１
４
０
ｋ

ｍ
右
腕
堀
内
琢
斗
（
２

年
＝
青
木
）
は
冬
練
で

フ
ォ
ー
ム
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
下
半
身
の
強
化

を
行
っ
た
と
い
う
。
左

腕
髙
梨
匠
（
１
年
＝
東

京
・
浮
間
）
も
、
「
安

定
感
を
出
し
、
粘
り
強

く
投
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
課
題
」
と

話
し
、
下
半
身
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
シ
ャ
ド
ー
ピ
ッ

チ
ン
グ
で
フ
ォ
ー
ム
固

め
を
行
っ
て
い
る
。
ひ

と
冬
超
え
た
投
手
陣
の

奮
起
に
期
待
が
か
か
る
。

投
手
陣
を
引
っ
張
る

捕
手
の
小
川
隼
弥
（
１

年
＝
春
富
）
は
リ
ー
ド

の
考
察
や
周
り
へ
の
声

掛
け
な
ど
に
定
評
が
あ

る
。
北
信
越
大
会
準
決

勝
星
稜
戦
で
は
勝
ち
越

し
打
を
放
つ
も
、
「
打

撃
面
が
課
題
」
と
話
す
。

投
手
を
引
っ
張
る
配
球

や
送
球
と
と
も
に
打
撃

力
が
向
上
す
れ
ば
チ
ー

ム
の
総
合
力
に
さ
ら
に

厚
み
が
出
そ
う
だ
。

強
力
打
線
も
強
化
が

進
む
。
吉
﨑
琢
朗
監
督

が
こ
の
冬
で
「
打
撃
が

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
、

打
球
が
強
く
な
っ
た
」

と
評
価
す
る
花
岡
瑠
伊

（
１
年
＝
望
月
）
は
速

い
球
に
対
応
し
パ
ワ
ー

を
つ
け
て
ス
イ
ン
グ
す

る
た
め
に
「
重
い
バ
ッ

ト
で
の
打
ち
込
み
や
、

ス
イ
ン
グ
ス
ピ
ー
ド
を

あ
げ
る
練
習
を
し
て
い

る
」
と
話
し
た
。
選
抜

で
は
１
４
０
ｋ
ｍ
以
上

の
速
球
を
投
げ
込
む
投

手
が
多
く
立
ち
は
だ
か

る
た
め
、
上
田
西
の
強

み
で
あ
る
強
力
打
線
が

ど
こ
ま
で
通
用
す
る
か

試
さ
れ
る
。
（
堀
内
日

菜
子
・
橋
爪
こ
こ
菜
・

辺
見
咲
良
・
藤
田
珠
寿
）
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初戦は３月２２日（月）に広島新庄と
１
月
29
日
（
金
）
に
第
93
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
（
以
下
選
抜
）
の
出
場
校
選
考
委

員
会
が
開
か
れ
、
第
１
４
３
回
北
信
越
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会
準
優
勝
の
実
績
な
ど
が
評

価
さ
れ
た
本
校
硬
式
野
球
部
が
北
信
越
地
区
の
代
表
に
選
出
さ
れ
た
。
夏
の
選
手
権
大
会
に

は
２
０
１
３
年
、
２
０
１
５
年
に
出
場
し
て
い
る
が
選
抜
へ
の
出
場
は
創
部
以
来
初
め
て
。

リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
の
結
果
、
上
田
西
高
校
の
初
戦
は
３
月

22
日

（
月
）
の
第
３
試
合
14
時
20
分
か
ら
。
対
戦
相
手
は
中
国
地
区
代
表
の
広
島
新
庄
高
校
に

決
ま
っ
た
。

冬
練
乗
り
越
え

真
価
問
わ
れ
る
春
へ

第９３回選抜高等学校野球大会

上田西高校ベンチ入り予想メンバー

１山口 謙作 ２年（神奈川・泉）

２小川 隼弥 １年（春富）

３杉浦 琉生 ２年（坂城）

４飛鳥井 洸 ２年（神奈川・鶴巻）

５藤牧 虹凱 ２年（佐久東）

⑥柳澤 樹 ２年（丸子）

７大藪 知隼 １年（丸子）

８笹原 操希 ２年（裾花）

９梅香 拓海 ２年（臼田）

１０堀内 琢斗 ２年（青木）

１１松村 龍我 ２年（高陵）

１２石川 智勝 ２年（愛知・南部）

１３滝沢 善 ２年（若穂）

１４土岐 栞太 ２年（神奈川・国府）

１５青木 明憲 ２年（波田）

１６花岡 瑠伊 １年（望月）

１７片平 紫温 ２年（丸子北）

１８髙梨 匠 １年（東京・浮間）

部長 矢澤 龍一 監督 吉﨑 琢朗

↑選抜高等学校野球大会出場決定の吉報を聞き、喜びを爆発させるマスク姿の

野球部員 写真撮影＝橋爪ここ菜

今
年
度
の
組
み
合
わ

せ
抽
選
会
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対

策
の
た
め
史
上
初
の
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。
15
番
目
に
く
じ
を

引
い
た
上
田
西
の
主
将

柳
澤
は
上
田
西
の
「
ウ
」

を
選
択
。
す
る
と
番
号

「
24
（
ニ
シ
）
」
を
引

き
当
て
、
1
回
戦
の
相

手
は
中
国
地
区
王
者
の

広
島
新
庄
高
校
に
決
定

し
た
。
広
島
新
庄
は
左

右
の
２
枚
看
板
投
手
を

軸
に
接
戦
を
守
り
勝
つ

野
球
が
持
ち
味
。
出
場

校
の
中
で
チ
ー
ム
防
御

率
７
位
、
平
均
失
点
5

位
と
守
り
が
堅
く
、
新

チ
ー
ム
に
な
っ
て
か
ら

は
39
連
勝
中
。

上
田
西
は
、
1
番
笹

原
操
希
（
２
年
＝
裾
花
）

を
中
心
に
チ
ー
ム
の
強

み
で
あ
る
強
打
と
機
動

力
を
活
か
し
、
先
制
点

を
あ
げ
主
導
権
を
握
り

た
い
。
守
り
で
は
、
ミ

ス
を
出
さ
な
い
こ
と
と

エ
ー
ス
の
山
口
謙
作

（
２
年
＝
神
奈
川
・
泉
）

が
試
合
を
作
れ
る
か
ど

う
か
が
勝
負
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
だ
ろ
う
。

広
島
新
庄
の
大
可
主

将
は｢

星
稜
に
勝
っ
て

い
る
の
で
と
て
も
粘
り

強
い
と
思
う｣

と
上
田

西
の
印
象
を
あ
げ
、

｢

新
庄
ら
し
く
足
を
絡

め
、
僅
差
で
勝
っ
て
い

き
た
い｣

と
話
し
た
。

上
田
西
の
主
将
柳
澤
は

｢

（
広
島
新
庄
は
）
自

分
た
ち
よ
り
も
格
上
な

相
手｣

と
話
し
、
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
思

い
切
っ
て
野
球
を
し
た

い
」
と
初
の
選
抜
へ
の

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

（
宮
島
純
夏
・
奈
良
本

梓
）

初の選抜甲子園出場をＰＲするために生徒会によって制作され

たポスター 制作＝上田西高等学校生徒会広報（清水舞子）

新
庄
の
２
枚
看
板

打
ち
崩
せ
る
か

大会展望
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第１４３回北信越地区高等学校野球大会の結果 引用＝長野県高野連ホームページ

選抜高等学校野球大会

毎年３月下旬から４月にか

け阪神甲子園球場で行われ

る高校野球の大会。昨年度

は新型コロナウイルスの影

響により史上初めて中止。

本年度は有観客で開催する

準備が進められている。２

月２３日（火）に史上初め

てオンラインで組み合わせ

抽選会が行われた。本年度

の出場枠は北海道１、東北

２、関東・東京６、東海２、

北信越２、近畿６、中国・

四国５、九州４、２１世紀

枠４。近年北信越地区では

北信越大会の決勝に進出し

た２校が代表に選出されて

いる。（金井 楓）

北信越大会準決勝星稜戦で本塁打を放つ飛鳥井洸
（２年＝神奈川・鶴巻）

１３０ｋｍ後半のストレートとキレのある変化球が武器
のエース山口謙作（２年＝神奈川・泉）

打撃力とスピードでチームに勢いをつけるリードオ
フマン笹原操希（２年＝裾花）

勝負強い打撃と堅実な守備でチームをけん引する主将
の柳澤樹（２年＝丸子）

北信越大会準決勝星稜戦で勝ち越し打を放っ
た小川隼弥（１年＝春富）

写真撮影＝櫻林生成


